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調査業者名
株式会社　地域地盤環境研究所
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主任技師 植田　康宏
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横田　巧

孔口標高
TP

+103.67m
試 錐 機 東邦地下工業　D1-B型

総掘進長 30.39m エンジン ポ ン プ
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16.4087.27

表
土 0

16.8586.82
風化
頁岩

茶褐 D Ⅳ ｃ δ 主に粘土化した土柱状コアで採取され，
強指圧で崩れる。

17.4086.27
風化
砂岩

17.2086.47 茶褐 Ⅳ ｃ
灰

D
Ⅲ c

δ 主に土柱状コアで採取され，手で崩れる
。

19.4084.27

砂
岩

緑
灰

C～
B

Ⅲ
～
Ⅱ

a α
細粒砂岩。
短柱状～棒状コアで採取される堅硬岩。
高角度の閉口性の亀裂が認められる。

22.4081.27

頁
岩

緑
灰C

Ⅲ
～
Ⅱ

a α

短柱状～棒状コアで採取される。
縦横の閉口性の亀裂が多く認められる。
亀裂に沿って手で崩れる。
GL-20.30m付近，礫コアを呈す。
GL-20.50～-21.10m区間は細粒砂岩。比較
的硬質な岩。

23.0080.67

炭質
頁岩

暗灰 D Ⅲa α
短柱状～棒状コアで採取される。
縦横の閉口性のヘアクラックが多く認め
られる。
層理面に沿って手で崩れる。

24.0079.67

頁
岩緑灰 C Ⅲa α

短柱状～棒状コアで採取される。比較的
軟質。
縦横の閉口性のヘアクラックに沿ってハ

砂
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23.0080.67
炭質
頁岩

暗灰

D

Ⅲ

a

α
短柱状～棒状コアで採取される。
縦横の閉口性のヘアクラックが多く認め
られる。
層理面に沿って手で崩れる。

24.0079.67

頁岩 緑灰

C

Ⅲ

a

α
短柱状～棒状コアで採取される。比較的
軟質。
縦横の閉口性のヘアクラックに沿ってハ
ンマーで容易に崩れる。

25.0078.67

砂岩 緑灰

C

Ⅲ

a

α
細粒砂岩。
短柱状コアで採取される。比較的硬質。
GL-24.20mおよびGL-24.40m付近，礫状コ
アを呈す。

26.0077.67

頁岩 緑灰

C

Ⅱ

a

α

短柱状～棒状コアで採取される。
縦横の閉口性のヘアクラックに沿って手
で崩れる。
岩片は比較的硬質。

30.3973.28

砂
岩

灰

B

Ⅱ

a

α

細粒砂岩。
概して棒状コアで採取される堅硬岩。
GL-28.50mおよびGL-29.10m付近，高角度
の亀裂が発達。
亀裂面は開口しているが，風化・変質は
見られない。
GL-28.95m以深は粗粒砂岩。
概して棒状コアで採取される堅硬岩。
GL-29.7～-30.10m区間に高角度の閉口性
の亀裂が認められる。
亀裂面は石英を呈す。
所々にφ20mm程度の亜鉛礫が認められる
。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




